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新領域「光輝（かがやき）」で資質・能力を働かせ，輝いている子どもたちの様子をお届けいたします！
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HPも
今すぐ
チェック！

広島大学附属三原学校園長 柳澤 浩哉

アンケートのご協力を
お願いいたします。
(裏面をご覧ください)

今回は「光輝（かがやき）」の背景についてお話しした

いと思います。「光輝」の目的は、先の読めない時代を生

き抜いていけるように、その土台となる資質能力をはぐく

むことです。ただし、「光輝」にはもう一つの隠れた目的

があります。それは、文科省に新しい教育を提言すること

で、令和10年ごろに告示される次期学習指導要領と深くか

かわっています。

学習指導要領という言葉はご存じでも、それが何かを

知っている方は少ないかもしれません。学習指導要領は法

律ではありませんが、学校運営にとって非常に重要な規則

で、学校のカリキュラム（授業科目・授業時間数・授業内

容など）が具体的に定められています。公立私立にかかわ

らず、日本の全て学校（小学校から高校）はこれに従う義

務があります。

国の作った規則は時代に合わなくなってしまうことが

多々ありますが、学習指導要領は社会の変化に対応できる

よう頻繁に改訂されています。例えば、平成27年の部分改

訂では道徳が教科となり、その前の平成20・21年の改訂

では小学校に英語教育が導入されました。学習指導要領は

全国の学校教育を規定するものですから、学者やお役人の

思い付きで改訂されることはありません。提示される新し

い教育は、全ての学校で実施可能なこと、十分な効果を期

待できることが「実証実験」によって確認されています。

では、この「実証実験」は誰がどこで行っているので

しょう。さらに、新しい教育のアイデアは誰が出している

のでしょうか。それを行っているが三原学校園の「光輝」

なのです。「光輝」が高く評価されれば、「光輝」が次期

学習指導要領に盛り込まれて、日本中の学校で実践される

可能性があります。ただし、新しい教育の「実証実験」を

行っている学校は全国に数十校ありますので、採用はそう

簡単ではありません。では、「実証実験」をする学校はど

のように選ばれるのか。それを次に説明します。

学習指導要領を作るのは文科省ですが、そこで示される

新しい教育を考えるのは文科省ではありません。文科省は

新しい教育のアイデアを毎年募集します（全国の学校が応

募資格を持つ）。

ただし、「こんな教育がいいと思います」という漠然と

した形では応募できません。提案する教育の有効性を理論

的に説明し、その有効性を検証する研究計画・授業計画を

きちんと構築できることが応募（申請）の条件です（申請

書類は10ページを越えます）。

文科省は提出された書類を審査し、「次期学習指導要領

に活かせそうだ」と判断した研究を採択します（採択は毎

年10件～20件）。応募の総数は公表されませんが、全国

の学校（幼稚園から高校）が応募資格を持っているので、

かなりの「狭き門」であるのは間違いありません。現在、

広島県内で採択されているのは三原学校園だけです。ちな

みに、学校園は「光輝」の前に「希望（のぞみ）」という

研究が採択されており、この二つは間を開けずに連続して

採択されました。同じ学校の連続採択は非常に珍しく、学

校園に対する評価と期待の表れだと思っています。

さて、「光輝」は昨年度で５年の研究期間が終了しまし

た。「光輝」は学習指導要領から逸脱する特別な授業であ

るため、本来なら研究終了後、ただちに通常の時間割に戻

さねばならないのですが、残された課題に答えるために一

年間の延長が認められました。（来年度から「光輝」の授

業はなくなります。）

現在、学校園では「光輝」の総括を進める一方で、「光

輝」に代わる新しい研究を構想し、申請書類を作成してい

ます。学校園は伝統的に研究志向が強く、現在の先生方も

研究への高い意識を持っているので、次の研究に進むのは

自然な流れでした。新しい研究も、これからの社会と教育

を広く考えつつ、学習指導要領を意識しています。次の研

究をめぐる先生方の議論を聞いて、次の研究は「光輝」以

上に大胆なものになると予想しています。

さて、学校園の実践研究が将来の学習指導要領とつな

がっていることを、ご理解いただけたでしょうか。三原学

校園の教師は使命感とプライドを持って実践研究を続けて

います。これからも学校園にご理解とご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。



アンケートフォームURL

https://forms.gle/DwDd91Q1njCKf6YN7

研究開発だよりの
アンケートにご協力ください

研究開発だよりをご覧いただきありがとうございます。
子どもたちのよりよい学びにつなげるため，こちらのアンケートにご協力を
お願いいたします。

研究開発だより（カラー版）
研究開発だよりをご覧いただきありがとうございます。
学校園ホームページから，カラー版を閲覧できます。
よろしければぜひご覧ください。

学校園ホームページ「研究開発だより」URL

https://www.hiroshima-u.ac.jp/fu_mihara/R5kenpatsudayori


